
多くの素晴らしい作品が 選ぶのに苦慮 

第 66回「社明作文コンテスト」一次審査終了（和歌山市分） 
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の上、審査員の熱気でエアコンが効

かないほどでした。 

県の二次審査に向けて選ばれたの

は、小学校の部より９点、中学校の

部から４９点の合計５８点でした。 

皆さま本当にお疲れさまでした。 

 

 

 

今年の応募数は、小学校１６校・

１３８点、中学校１８校・８９０点

合計１０２８点でした。審査員にあ

たったのは、保護司会より１９名と

更生保護女性会より２名、ＢＢＳよ

り１名の計２２名。早朝より終日応

募作品と格闘されました。 

急遽設けた会場のサポセンは、定

員オーバーのギュウギュウ詰め。そ 

審査委員長 保護司会会長 小西 健之 

〃副委員長 担当副会長   乾  三千代 

〃副委員長 担当理事  玉井  良弘 

〃副委員長 担当部会長 宮本  二 

保護司会東支部：坂本紀美子・野間

弓子・山﨑秀樹・角倉耕一 

保護司会西支部：西村順子・中村咲

子・岩橋利茂・得津壽美代 

保護司会南支部：北口勲・木村晶三

田村亘繪・中 智子 

保護司会北支部：小川史乘・森幸子 

小川成子・宮本 二 

更生保護女性会：２分会・名方繁子

７分会・江川恵美 

ＢＢＳ会：金田郁子 

     （敬称略 以上 2２名） 

（取材：サポセン・奥田 記） 

去る９月２１日午前9時30分よ

り、更生保護サポートセンター和歌

山において第 6６回「社明作文コン

テスト」小・中学生の応募作品の第

一次審査会が開催されました。 

今回の審査は、台風 16号の影響

で、予定日の 20日には開催できず

翌日に会場もサポセン事務室に変更

し開催されました。 

 

 

 
▲ＰＣを駆使しての正確な集計事務 



 

 

  

 

 

 

 
【社会生活技能訓練】の意味である

ことを知り、私たち保護司にとって

一番大切な対象者の処遇に欠かせな

い、効果的な面接を行う技能だと聞

かせていただきました。 

 当日、河北コミュニティセンター 

に各支部から希望した４０名余りの

方が参加し、人との関わりが苦手な

対象者が、どのようにすれば社会生

活の中で人とうまく関わることがで 

き、本人の能力や長所を引き出すこ

とができるのか、足立先生から講義

いただきました。 

 続いて、瀧本・片山先生が保護司

と対象者役に別れてロールプレイ

【行動練習】で模擬場面を設定し、

どうすれば対象者が『社会で生きて

いくための技能』を習得し、将来の

夢や希望を叶えることが出来るのか

を学ばせていただきました。 

 今後は、今日学んだことを心に留

め対象者の心に寄り添う処遇に心が

けたいと思います。 

ＳＳＴ特別研修会開催さる 

あったが、この子供達が大きくなる

頃には、この「社明」の趣旨を理解

してくれたらいいなと思いました。 

 また、高校生、サラリーマン風の

人、買い物袋を持った人達にも声を

かけ、グッズを配りましたが、まだ

まだ関心のない人もいて、粘り強く 

啓発活動を継続することの必要性を

強く感じました。 

（西支部・中村 記） 

40 名が受講、充実した研修会となりました。 

 

➊

南海和歌山市駅前「社明」啓発活動を行なって 

去る 7月 29日 午後 4時半より 

約 30分、恒例となった南海和歌山

市駅前での｢社会を明るくする運動｣

の啓発活動を行ないました。 

今回は和歌山西署からも４名が参

加いただき、保護司 11名と総勢 15

名で「啓発グッズ」を配布しました。 

市駅駅頭は人通りが少なかったけ

れど、電車が到着したのか、親子連

れの人達がエスカレーターを降りて

きて啓発グッズを受け取ってくれま 

した。就学前の子どもたちのようで

あったが 

 

 

 

▲代表して見事なロールプレイを披露する 

北野保護司（左）と藪保護司（右） 

保護司として対象者とのより良い

面接のための研修会と聞き参加いた

しました。 

耳慣れない言葉に戸惑いもありま

したが、ＳＳＴとはソーシャール・

スキルズ・トレーニングの頭文字で 

 



１  

 

 庭を使用し、様々なグループの出店

や地区内団体によるバザーなどで大

いに賑わいました。ここでも「社明

グッズ」の配布に気持ちの良い汗を

流しました。 

➋】 

 

 

 ➊由緒ある志摩神社の夏祭りが７月

１４日から１５日の二日間に亘り開

かれました。このところの子供の減

少もあり、出店数もかなり少なくな

った状況の中で、中之島小ＰＴＡを

中心にテント村を設営し、夜８時～

９時にかけて場内パトロールを実施

されています。ここに紀之川中ＰＴ

Ａ・地域安全推進委員会・東署管内 

の補導委員の皆さまも

参加されています。 

 この活動に数年前か

ら西支部・中之島地区 

の保護司５名も参加するようになり

ました。今年は１５日の夜に「社明

グッズ（うちわ）」の配布を実施し

ました。 

 

➋夏休みに入り最初の土曜日の７月

２３日、もう２０年は継続されてい

る中之島小ＰＴＡ主催の「なかよし

祭り」が開催されました。今年は校 

 

 ▲中之島小・なかよし祭りでの啓発活動 

  

  

広い地域を持つ東支部では、支部内を「河北」｢河南」

「中」地域に三分割し、更にそれぞれの地域内の小学校

単位で社明啓発活動を実施しております。 

河北地域では、紀伊・直川・川永・山口は、小学校の

夏祭り。有功・有功東・鳴滝は、有功元気まつり。河南 

地域では、山東・東山東は共同で 

伊太祁曽神社の「茅の輪くぐり」 

弘法井戸夏祭り・安原夏祭り、岡 

崎は団七踊り、小倉は小倉祭り、和佐は和佐小学校夏祭

り、高積神社輪くぐり、西和佐は麦の郷夏祭り等。中地

域では、宮前はみやまえ祭り、新南は新南夏祭り、三田

はさんた夏祭り・みつわ祭り、太田と宮は、ひのくま夏 

祭り等、それぞれの地域の行事に溶け込んで啓発活動を

行なっています。 

 またこの他、ＪＲ和歌山線紀伊小倉駅・船戸駅・布施

屋駅・千旦駅・田井ノ瀬駅、きのくに線宮前駅、及び貴

志川線竈山駅・岡崎駅の駅頭においても、その地域の保      

護司・更生保護女性会らが協力し 

        実施しています。 

                       （東支部・池田 記） 

写 真 ① 各地区に別れ開かれる「社明活動戦略会議」中地域 

写 真 ② 7月 23日・宮前小学校「みやまえ祭りでの活動風景 

写 真 ③ 7月 25日・伊太祁曽神社 「茅の輪くぐり」での 活動 

写 真 ④ 7月 26日・日前宮 「ひのくま夏祭り」での１コマ 

東支部・28 年度「社明活動」報告 
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熊部昭滋観察所長の講演に学ぶ 

 ９月１２日、158名の出席のも

と開催された恒例の三者合同研修

会に参加いたしました。 

 今回は熊部昭滋和歌山保護観察

所長様を講師に、「それぞれの役割

と連携」と題したご講演をいただき

ました。パワーポイントを使って視

覚に訴えながら『立ち直りを支える

仕組み』をそれぞれの立場から解り

易くお話しいただきました。 

保護司は、保護観察中の期間の再

犯防止はもちろん、立ち直りを支援

することにより、その後も犯罪に手 

 

 
を染めずに生きていけるように見

守る非常勤の国家公務員です。 

 更生保護女性会は、犯罪や非行を

なくす活動をしたり、罪を犯した人

が更生された後、地域で皆さんと同

じように暮らしていけるように支

援するボランティア団体です。 

 協力雇用主会は、平成 20年に発

足し、現在では 55社に協力いただ

いています。犯罪や非行から更生し

ようとする人に居場所と出番を提

供することにより、再犯を防ぐ大き

な力となっているそうです。 

この他にも、ＢＢＳ会・更生保護

施設「端正会」などの様々なボラン

ティア 

「新任さんいらっしゃい」 

 

 

ぜひ支部の受彰者に拍手を送りに来てください。 
 

 

 

  
 

熊部所長の乾杯で幕開け！ 

恒例の懇親会は、研修終了後２階

の宴会場に場所を移し、野々村総務

部会長の司会で開催。熊部所長の発

声で幕を開け、約２時間大いに盛り

上がりをみました。参加者は 106

名でした。 

 

ティア団体や施設が協力して、犯罪

や非行を犯した人の改善更生につ

いての理解を地域社会に求めると

共に地域の犯罪や非行を抑止する

力を強化し、犯罪予防活動に取り組

んでいます。 

 犯罪や非行を憎むのと同じよう

に過ちを悔いる人を受け入れられ

るかどうか、この研修を通じて更生

保護について改めて考えてみる良

い機会だったと思います。 

（南支部・武内 記） 

 


